
同じ中学校に通う同級生、戸山ミナちゃんと平山ジローくん。米子の歴史や文化（カルチャー）のことに
くわしいかるちゃんといっしょに米子城の魅力や謎に迫ります。今回は「米子城 魅せる！プロジェクト
2017」真っただ中、秋たけなわの米子城の話題をご紹介します。
かるちゃん：ミナちゃん、ジローくん、９月末に開催された「ぐるり米子城スタ

ンプラリーⅡ」に参加してみてどうだったかな。
ミナちゃん：秋晴れの絶好のウォーク日和で気持ちよかったわ。やっぱり天守か

らの眺めはサイコーね。大山や日本海もよく見えたわ。
ジローくん：小さい子どもからお年寄りまで多くの人が参加してたけど、ふだん

通らないルートなどもあって、みんな楽しそうに歩いていたよ。
かるちゃん：スタンプラリー形式で城山を巡ると、１時間半から２時間、１万歩

くらい歩くことになる。手軽で楽しいウォーキングコースだね。
ミナちゃん：登山路の草刈りも行き届いていて、とても歩きやすかったわ。
ジローくん：クイズも楽しかったし、参加景品もよかったな。満足、満足。
かるちゃん：それはよかった。さーて、いよいよ11月は「米子城 魅せる！プロジェ

クト2017」のメイン月間だね。
ジローくん：１日（水）からは米子城跡ライトアップ。今年は天守だけでなく二

の丸石垣もライトアップするんだよね。楽しみだな～。
ミナちゃん：そして11日（土）午後１時からはお待ちかね、米子市文化ホールで

「石垣で魅せる！山陰三城跡シンポジウム」ね。
かるちゃん：そうだね。この３城跡は、石垣が魅力という共通点だけではなく、

近年、保存・整備がらみでホットな話題を提供しているという点で
も注目なんだ。まず米子城跡では、平成27年からの測量や発掘調
査の成果として、これまでに八
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を結ぶ山の斜面では登り石垣の遺構が確
認されている。（「教えて！米子城　第21回」参照）。
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城の高さを実感できるようになった。現在整
備が進行中の部分もあって、これからも楽しみな城跡だよね。

ミナちゃん：鳥取城跡では、この９月、古絵図にも記載されていない三の丸石垣
下方の石垣や、雨水処理のための沈
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、番所跡の遺構が発掘調査
によって発見されたというニュースを見たわね。

かるちゃん：そんな３城跡の現場担当者の皆さんをパネラーに迎えてのパネル
ディスカッションも楽しみだね。講師兼コーディネーターの加
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文先生も含め、学術的なことだけでなく、城跡を楽しむツボをい
ちばん知っている人たちだからね。絶対に見逃せないよ。

11月11日の「石垣で魅せる！山陰三城跡シンポジウム」は
とにかく必見です。次回もおたのしみに！　　　　　　　　　　（米子市教育委員会　文化課）


